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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業225企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 業況は、卸売業・小売業で改善

7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△1.3、実績比4.0ポイント改善の見込
　来期は、製造業・不動産業を除く、卸売業・小売業・サービス業・建設業で改善を見込んでいます。項目
別では、売上判断D.Iが当期実績比2.6ポイント、収益判断D.Iでも同5.8ポイントの改善を見込んでいます。
尚、販売価格判断D.Iは1.3ポイント低下が見込まれます。雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比1.3ポイント改善、また、残業時間D.Iは1.8ポイントの増加見通しとなっています。
　当面の重点施策でも、 「経費の節減」が50.7％、「販路を広げる」が41.3％、 「人材を確保する」が24.0％
と上位になりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業
の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は
△5.3と、2018年4～6月期(前期)の調査より0.5ポイントマイナス
となり、景況感はわずかに低下しました。
　業種別では、製造業で前期比1.4ポイント、サービス業で同13.4
ポイント、建設業で同0.4ポイント、不動産業で同11.1ポイント低
下しましたが、卸売業で同1.2ポイント、小売業で同11.6ポイント
改善となりました。項目別では、売上判断D.Iが△0.4と前期比1.3
ポイント改善しました。収益判断D.Iは△0.9ポイント低下。また、
前年同期比売上額判断D.Iは△1.8、前期比0.4ポイント改善しまし
た。同収益判断D.Iは△5.3と、2.2ポイント低下しました。
　雇用面では、人手過不足D.Iが△19.1と前期比3.6ポイント改善し
ました。また、前期比残業時間D.Iは1.8ポイント増加しました。借入金の動きや借入難易度では、特に大きな
変化は見られませんでした。経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が34.2％、「売上の停滞・減少」
が27.1％、「人手不足」が21.3％で上位となり、前期とほぼ同様の課題が挙げられました。
　また、特別調査の「経営者としていつ頃まで現役を続けたいとお考えですか」の問に対し、70～74歳まで
が38.7％と最も多く、次いで75～79歳までが22.6％と上位に挙げられました。　（詳しくは8～9ページに掲載してます）
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 30年4～6月 30年7～9月 30年10～12月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断D.Iは、０．５ポイント悪化し△５．３。来期は、４．０ポイント改善し△１．３の見通し。

業況判断D.Iは、１．４ポイント悪化し４．２。来期は、２．８ポイント低下し１．４の見通し。

業況判断D.Iは、１．２ポイント改善し△２０．０。来期は、１６．７ポイント改善し△３．３の見通し。

業況判断D.Iは、１１．６ポイント改善し△２２．５。来期は、２．５ポイント低下し△２５．０の見通し。

業況判断D.Iは、１３．４ポイント悪化し△１６．７。来期は、１６．７ポイント改善し０．０の見通し。

業況判断D.Iは、０．４ポイント悪化し１３．９。来期は、横這いで１３．９の見通し。

業況判断D.Iは、１１．１ポイント悪化し０．０。来期は、１１．１ポイント改善し１１．１の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ1＿10
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（2018.７～９月期）

結城信用金庫営業統括部



　業況判断D.Iは4.2、前期比1.4ポイントの悪化
　項目別では、売上額判断D.Iが5.6と前期比横這い、収益判断D.Iは0.0と同9.7ポイント低下しました。
また、前年同期比売上額判断D.Iは5.6、前期比1.4ポイント改善、同収益判断D.Iは2.8、同1.4ポイント低下
しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.5と前期比1.1ポイント改善し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは11.3と前期比5.7ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が19.7％（前期34.7％）、「予定あり」が19.7％（前期23.6％）を示
しています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.7％（前期16.7％）となりました。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣が25.4％、「人手不足」が23.9％、「売上の停滞・減少」が
22.5％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは1.4、当期実績比2.8ポイン
ト低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比2.9ポイン
ト、収益判断D.Iでも同4.2ポイント改善を見込んでい
ます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比1.4ポイン
ト低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比1.4ポイント改善、残業時間D.Iは同5.7ポイント減
少の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、  「販路を広げる」が54.9％、
「経費の節減」が52.1％、「人材を確保する」が
29.6％と上位に挙げられました。

原材料価格の上昇に加え、円安の影響による為替差損が収益を圧迫している。

 Keikyo Report  No.97

2

調査員のコメントから

 Keikyo Report  No.97

9

7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7～9月の
実　績
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見通し
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実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 14.1 80.3  5.6 

 16.9 66.2  16.9 

 11.3 81.7  7.0

 19.7 66.2  14.1  15.5 73.2  11.3 

 
 15.5 70.4  14.1 

 11.3 88.7  0.0 

 7.0 91.6  1.4   

■ 製 造 業 回答企業数71企業（回答率98.6％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9
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問5 「人生100年時代」を見据えて、社長（代表者）は、現役を退いた後の生活イメージについて、
描いているものはありますか。3つ以内で選んでお答えください。

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

家族との時間を過ごす
ボランティア・社会貢献活動

趣味や娯楽
何もせずゆっくり過ごす

技能・ノウハウの次世代への伝承
自己啓発・学び直し
新たに起業する

生涯現役の経営者でいたい（引退しない）
現役を退いても会社に関わりたい

そのときに考える（今は考えていない）

問4 「人生100年時代」を見据えて、社長（代表者）は、個人としてどのような資産管理・運用を
していらっしゃいますか。3つ以内で選んでお答えください。

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

預貯金（円貨）
外貨預金

債券（国債・社債等）
投資信託
株式

不動産
個人年金保険

共済等その他保険商品
仮想通貨

何もしていない

問3 社長（代表者）は、経営者を引退した後の生活資金についてどのようにお考えですか。
最も当てはまるものを1つ選んでお答えください。 （単位：％）

（複数回答：3つ以内）
7.1％
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会社からの退職金が見込める
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何とかなる　21.8％
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ではない  11.1％
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ではない  11.1％

会社からの退職金が見込めない　2.2％
年金・保険が見込めない　1.3％

何となく不安である
15.6％

まだ考えていない 20.0％

引退しない　0.0％



　業況判断D.Iは△20.0、前期比1.2ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△10.0と前期比5.2ポイント、収益判断D.Iも△10.0と同8.8ポイントともに
改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△10.0、前期比7.0ポイント、同収益判断D.Iも△10.0、同
0.9ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△13.3と前期比10.9ポイント改善し、人手不足感がやや緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは3.3と同6.1ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が30.0％（前期18.2％）、「予定あり」が23.3％（同25.0％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は16.7％（前期12.1％）となりました。
　経営上の問題点では、 「売上の停滞・減少」が33.3％、 「同業者間の競争激化」が30.0％、｢利幅の縮小」が
26.7％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△3.3と当期実績比16.7ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比6.7ポイン
ト、収益判断D.Iでも同6.7ポイントともに改善を見込
んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比3.4
ポイントの改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比3.4ポイント低下で、やや不足感が見込まれ、残業
時間判断D.Iは6.7ポイント増加見込みとなっています。
　当面の重点施策では、 「販路を広げる」が80.0％、
「経費の節減」が43.3％、 「情報力の強化」も33.3％
と上位に挙げられました。

　仕入価格が上昇傾向にあるため、過剰在庫の見直しを図るなど、経費削減に努める
必要がある。
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7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し
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見通し
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見通し
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 26.7  50.0  23.3 

 13.3  63.4  23.3 

 26.7  50.0  23.3 

 13.3  63.4  23.3  10.0  60.0  30.0

 16.7  63.3  20.0 

 26.7  66.6  6.7 

 20.0  73.3  6.7 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 卸 売 業 回答企業数30企業（回答率90.9％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8
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前年同期比収益
前年同期比販売価格
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中小企業経営者と「人生100年時代」について中小企業経営者と「人生100年時代」について

　中小企業経営者と「人生100年時代」について調査を実施しました。
「人生100年時代」という言葉が生まれるなど、健康寿命の長期化に社会的関心が高まる中で、今後、経
営者が現役で活躍する年齢は高まっていくものと考えられます。
　そのような中、社長（代表者）は、経営者としていつ頃まで現役を続けたいとお考えですかの質問に
対し、具体的な年齢の目途がある方では、70～74歳が38.7％と最も高く、次いで75～79歳が22.6％と
いう結果となりました。一方、具体的な年齢の目途はないとされた方で、「後継者に托せるようになるま
では現役」が40.5%で、次いで「健康が続く限り生涯現役」が39.2％でありました。そのほか、社長
（代表者）は、経営者を引退した後の生活資金についてどのようにお考えですかなどについての結果を、
次のように取り纏めました。

【 10年先の自社の経営展望 】 【 社長（代表者）の年齢階層 】

（単位：％）

「人生100年時代」という言葉が生まれるなど、健康寿命の長期化に社会的関心が高まる中で、
今後、経営者が現役で活躍する年齢は高まっていくものと考えられます。そのような中、社長
（代表者）は、経営者としていつ頃まで現役を続けたいとお考えですか。

（単位：％）
問1

問2

社長（代表者）は、今後の10年先の自社の経営について、どのように展望していらっしゃいますか。
併せて、現在の社長（代表者）の年齢階層を選んでお答えください。

【 具体的な年齢の目途がある 】 【 具体的な年齢の目途はない 】

事業拡大　11.6％

現状維持・横ばい
62.2％
現状維持・横ばい
62.2％

事業縮小
8.9％

廃業･事業譲渡予定
5.8％

わからない　11.5％ 20歳代、30歳代 2.2％

40歳代 15.1％

50歳代
20.9％

60歳代
38.7％

70歳代以上
23.1％

40歳代 15.1％

50歳代
20.9％

60歳代
38.7％

70歳代以上
23.1％

80歳以上　9.7％

75～79歳
22.6％
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38.7％

65～69歳
19.4％75～79歳

22.6％

70～74歳
38.7％

65～69歳
19.4％

60～64歳 6.4％

60歳未満 3.2％

健康が続く限り
生涯現役
39.2％

後継者に托せるように
なるまでは現役
40.5％

健康が続く限り
生涯現役
39.2％

後継者に托せるように
なるまでは現役
40.5％

生活資金の見通しが
つくまで現役 3.1％

まったく考えていない
17.2％



　業況判断D.Iは△22.5、前期比11.6ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△15.0と前期比0.4ポイントの低下、収益判断D.Iは△20.0と同6.8ポイント
改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△12.5、前期比7.0ポイント、同収益判断D.Iは△20.0、同
2.0ポイントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.5と前期比7.0ポイント改善し、人手不足感が縮小しました。
また、前期比残業時間D.Iは0.0と適正となりました。
　借入金の動きでは、「借入した」が25.0％（前期22.0％）、「予定あり」が12.5％（前期14.6％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は2.5％（前期4.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」、「同業者間の競争激化」が共に42.5％、｢大型店との競争
激化｣が27.5％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△25.0、当期実績比2.5ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比2.5ポイン
ト、収益判断D.Iでも同7.5ポイントの改善を見込んで
います。また、販売価格判断D.Iは当期実績比10.0ポ
イント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比2.5ポイント改善、残業時間判断D.Iは同2.5ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が65.0％、
「品揃えを改善する」が32.5％、「売れ筋商品の取
扱」が22.5％と上位に挙げられました。

　大型店等との競争激化により売上が伸び悩んでいる状況であるが、定番商品の品
切れ防止チェックや賞味期限の厳格管理、廃棄前の見切り販売により、ロスを削減
し利益率の改善に取組んでいる。

　業況判断D.Iは0.0、前期比11.1ポイントの悪化
　項目別では、売上額判断D.Iが16.7と前期比11.1ポイント、収益判断D.Iでも16.7と同11.1ポイント共に改
善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△5.6、前期比5.6ポイント、収益判断D.Iでも△5.6、同11.2
ポイント共に悪化しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△16.7と前期比5.5ポイント改善し、人手不足感が和らぎました。
また、前期比残業時間D.Iは5.6と同11.2ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が33.3％（前期27.8％）、「予定あり」は22.2％（前期22.2％）を示
しています。
　経営上の問題点では、 「売上の停滞・減少」が33.3％、｢同業者間の競争激化｣・「大手企業との競争激化」・
「利益の縮小」が共に27.8％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは11.1、当期実績比11.1ポ
イント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比5.6ポイン
ト、収益判断D.Iでも同11.1ポイント共に悪化を見込
んでおります。また、販売価格判断D.Iは当期実績比
横這いを見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横這い、また、残業時間D.Iも横這いの見通しとな
っています。
　当面の重点施策では、｢情報力の強化｣が55.6％、
「宣伝･広告の強化」が44.4％、「販路を広げる」が
38.9％、と上位に挙げられました。

　概ね安定した業況推移が見込まれるが、やや商品の不足を感じており、立地条件
等を十分勘案し購入計画を立てている。
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】
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■ 小 売 業 回答企業数40企業（回答率97.6％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7
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　業況判断D.Iは△16.7、前期比13.4ポイントの悪化
　項目別では、売上額判断D.Iが△20.0、前期比20.0ポイント、収益判断D.Iでも△26.7と同16.7ポイントと
もに低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△6.7、前期比6.7ポイント、同収益判断D.Iでも
△16.7、同13.4ポイント共に低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△10.0と前期比3.3ポイント悪化し、人手不足感がわずかに増加
しました。また、前期比残業時間D.Iは△10.0と前期比6.7ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が13.3％（前期16.7％）、「予定あり」が3.3％（前期10.0％）を示し
ています。また、設備投資を実施したと回答した企業は13.3％（前期13.3％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が40.0％、「利幅の縮小」が23.3％、「売上の停滞･減少」・
「材料価格の上昇」がそれぞれ20.0％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは0.0、当期比16.7ポイント改
善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比13.3ポイ
ント、収益判断D.Iでも20.0ポイント共に改善を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
10.0ポイントの上昇を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比6.7ポイント、残業時間判断D.Iも16.7ポイントの改
善見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が50.0％、
「販路を広げる」が26.7％、「技術力の強化」・「宣伝
・広告の強化」が20.0％と上位に挙げられました。

　前期比、売上高・利益共に減少傾向にあるが、強みである地域密着を活かし、販路
を広げることに重点を置き、日々業務に取組んでいる。

　業況判断D.Iは13.9、前期比0.4ポイントの悪化
　項目別では、売上額判断D.Iが19.4と前期比13.7ポイント改善、受注残判断D.Iは22.2と同25.1ポイント上
昇しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは8.3、前期比5.4ポイント、同収益判断D.Iでも同2.6ポイント
共に改善となりました。
 　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△33.3と前期比3.8ポイントわずかに改善しましたが、まだ、人
手不足感が残ります。また、前期比残業時間D.Iは△8.3と前期比2.6ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が27.8％（前期34.3％）、「予定あり」が19.4％（前期22.9％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は8.3％（前期5.7％）となりました。
　経営上の問題点では「人手不足｣・「同業者間の競争激化」がそれぞれ44.4％、「利幅の縮小」が30.6％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは13.9、当期比横這いの見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比11.1ポイ
ント、収益判断D.Iでも同2.8ポイント共に悪化を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比8.3
ポイントの下降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横這いで不足感が見込まれます。残業時間判断D.I
は5.5ポイントの改善見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が58.3％、｢人
材を確保する｣が44.4%、「販路を広げる｣が41.7％と
上位に挙げられました。

　ほぼ例年並みの受注を確保。しかし、資材価格の高騰や、受注に対して人員確保
が難しいなど問題が山積している。

 Keikyo Report  No.97

5

調査員のコメントから調査員のコメントから

 Keikyo Report  No.97

6

7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 19.4  69.5  11.1 

 16.7 72.2  11.1 

 30.6 58.3  11.1 
　

 30.6 52.7  16.7 

 25.0  63.9  11.1 

 33.3  66.7  0.0 

 25.0 75.0  0.0 

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
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　業況判断D.Iは△16.7、前期比13.4ポイントの悪化
　項目別では、売上額判断D.Iが△20.0、前期比20.0ポイント、収益判断D.Iでも△26.7と同16.7ポイントと
もに低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△6.7、前期比6.7ポイント、同収益判断D.Iでも
△16.7、同13.4ポイント共に低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△10.0と前期比3.3ポイント悪化し、人手不足感がわずかに増加
しました。また、前期比残業時間D.Iは△10.0と前期比6.7ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が13.3％（前期16.7％）、「予定あり」が3.3％（前期10.0％）を示し
ています。また、設備投資を実施したと回答した企業は13.3％（前期13.3％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が40.0％、「利幅の縮小」が23.3％、「売上の停滞･減少」・
「材料価格の上昇」がそれぞれ20.0％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは0.0、当期比16.7ポイント改
善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比13.3ポイ
ント、収益判断D.Iでも20.0ポイント共に改善を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
10.0ポイントの上昇を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比6.7ポイント、残業時間判断D.Iも16.7ポイントの改
善見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が50.0％、
「販路を広げる」が26.7％、「技術力の強化」・「宣伝
・広告の強化」が20.0％と上位に挙げられました。

　前期比、売上高・利益共に減少傾向にあるが、強みである地域密着を活かし、販路
を広げることに重点を置き、日々業務に取組んでいる。

　業況判断D.Iは13.9、前期比0.4ポイントの悪化
　項目別では、売上額判断D.Iが19.4と前期比13.7ポイント改善、受注残判断D.Iは22.2と同25.1ポイント上
昇しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは8.3、前期比5.4ポイント、同収益判断D.Iでも同2.6ポイント
共に改善となりました。
 　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△33.3と前期比3.8ポイントわずかに改善しましたが、まだ、人
手不足感が残ります。また、前期比残業時間D.Iは△8.3と前期比2.6ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が27.8％（前期34.3％）、「予定あり」が19.4％（前期22.9％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は8.3％（前期5.7％）となりました。
　経営上の問題点では「人手不足｣・「同業者間の競争激化」がそれぞれ44.4％、「利幅の縮小」が30.6％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは13.9、当期比横這いの見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比11.1ポイ
ント、収益判断D.Iでも同2.8ポイント共に悪化を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比8.3
ポイントの下降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横這いで不足感が見込まれます。残業時間判断D.I
は5.5ポイントの改善見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が58.3％、｢人
材を確保する｣が44.4%、「販路を広げる｣が41.7％と
上位に挙げられました。

　ほぼ例年並みの受注を確保。しかし、資材価格の高騰や、受注に対して人員確保
が難しいなど問題が山積している。
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　業況判断D.Iは△22.5、前期比11.6ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△15.0と前期比0.4ポイントの低下、収益判断D.Iは△20.0と同6.8ポイント
改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△12.5、前期比7.0ポイント、同収益判断D.Iは△20.0、同
2.0ポイントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.5と前期比7.0ポイント改善し、人手不足感が縮小しました。
また、前期比残業時間D.Iは0.0と適正となりました。
　借入金の動きでは、「借入した」が25.0％（前期22.0％）、「予定あり」が12.5％（前期14.6％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は2.5％（前期4.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」、「同業者間の競争激化」が共に42.5％、｢大型店との競争
激化｣が27.5％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△25.0、当期実績比2.5ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比2.5ポイン
ト、収益判断D.Iでも同7.5ポイントの改善を見込んで
います。また、販売価格判断D.Iは当期実績比10.0ポ
イント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比2.5ポイント改善、残業時間判断D.Iは同2.5ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が65.0％、
「品揃えを改善する」が32.5％、「売れ筋商品の取
扱」が22.5％と上位に挙げられました。

　大型店等との競争激化により売上が伸び悩んでいる状況であるが、定番商品の品
切れ防止チェックや賞味期限の厳格管理、廃棄前の見切り販売により、ロスを削減
し利益率の改善に取組んでいる。

　業況判断D.Iは0.0、前期比11.1ポイントの悪化
　項目別では、売上額判断D.Iが16.7と前期比11.1ポイント、収益判断D.Iでも16.7と同11.1ポイント共に改
善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△5.6、前期比5.6ポイント、収益判断D.Iでも△5.6、同11.2
ポイント共に悪化しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△16.7と前期比5.5ポイント改善し、人手不足感が和らぎました。
また、前期比残業時間D.Iは5.6と同11.2ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が33.3％（前期27.8％）、「予定あり」は22.2％（前期22.2％）を示
しています。
　経営上の問題点では、 「売上の停滞・減少」が33.3％、｢同業者間の競争激化｣・「大手企業との競争激化」・
「利益の縮小」が共に27.8％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは11.1、当期実績比11.1ポ
イント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比5.6ポイン
ト、収益判断D.Iでも同11.1ポイント共に悪化を見込
んでおります。また、販売価格判断D.Iは当期実績比
横這いを見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横這い、また、残業時間D.Iも横這いの見通しとな
っています。
　当面の重点施策では、｢情報力の強化｣が55.6％、
「宣伝･広告の強化」が44.4％、「販路を広げる」が
38.9％、と上位に挙げられました。

　概ね安定した業況推移が見込まれるが、やや商品の不足を感じており、立地条件
等を十分勘案し購入計画を立てている。
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7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【収　益】

 10.0 67.5  22.5 

 10.0 60.0  30.0 

 10.0 67.5  22.5 

 15.0 55.0  30.0 

 　

 7.5 62.5  30.0 

　

 22.5  72.5  5.0 

 15.0 77.5  7.5 

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 16.7  77.7  5.6 

 22.2  72.2  5.6 

 11.1  83.3  5.6  

 22.2 72.2  5.6 
　

 11.1 77.8  11.1 

　

 

 16.7 77.7  5.6 

5.6  94.4  0.0 

 11.1 88.9  0.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

2.5  2.5  70.0  27.5 

■ 小 売 業 回答企業数40企業（回答率97.6％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7

 12 3 6 9 12 3 6 9 
16. 17.  18. 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し

30

20

10

0

△10

△20

△30

△40

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

 12 3 6 9 12 3 6 9 
16. 17.  18. 

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

30

20

10

0

△10

△20

△30



　業況判断D.Iは△20.0、前期比1.2ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△10.0と前期比5.2ポイント、収益判断D.Iも△10.0と同8.8ポイントともに
改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△10.0、前期比7.0ポイント、同収益判断D.Iも△10.0、同
0.9ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△13.3と前期比10.9ポイント改善し、人手不足感がやや緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは3.3と同6.1ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が30.0％（前期18.2％）、「予定あり」が23.3％（同25.0％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は16.7％（前期12.1％）となりました。
　経営上の問題点では、 「売上の停滞・減少」が33.3％、 「同業者間の競争激化」が30.0％、｢利幅の縮小」が
26.7％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△3.3と当期実績比16.7ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比6.7ポイン
ト、収益判断D.Iでも同6.7ポイントともに改善を見込
んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比3.4
ポイントの改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比3.4ポイント低下で、やや不足感が見込まれ、残業
時間判断D.Iは6.7ポイント増加見込みとなっています。
　当面の重点施策では、 「販路を広げる」が80.0％、
「経費の節減」が43.3％、 「情報力の強化」も33.3％
と上位に挙げられました。

　仕入価格が上昇傾向にあるため、過剰在庫の見直しを図るなど、経費削減に努める
必要がある。
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7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 26.7  50.0  23.3 

 13.3  63.4  23.3 

 26.7  50.0  23.3 

 13.3  63.4  23.3  10.0  60.0  30.0

 16.7  63.3  20.0 

 26.7  66.6  6.7 

 20.0  73.3  6.7 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 卸 売 業 回答企業数30企業（回答率90.9％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

 12 3 6 9 12 3 6 9 
16. 17.  18. 

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

20

10

0

△10

△20

△30

△40

△50

△60

中小企業経営者と「人生100年時代」について中小企業経営者と「人生100年時代」について

　中小企業経営者と「人生100年時代」について調査を実施しました。
「人生100年時代」という言葉が生まれるなど、健康寿命の長期化に社会的関心が高まる中で、今後、経
営者が現役で活躍する年齢は高まっていくものと考えられます。
　そのような中、社長（代表者）は、経営者としていつ頃まで現役を続けたいとお考えですかの質問に
対し、具体的な年齢の目途がある方では、70～74歳が38.7％と最も高く、次いで75～79歳が22.6％と
いう結果となりました。一方、具体的な年齢の目途はないとされた方で、「後継者に托せるようになるま
では現役」が40.5%で、次いで「健康が続く限り生涯現役」が39.2％でありました。そのほか、社長
（代表者）は、経営者を引退した後の生活資金についてどのようにお考えですかなどについての結果を、
次のように取り纏めました。

【 10年先の自社の経営展望 】 【 社長（代表者）の年齢階層 】

（単位：％）

「人生100年時代」という言葉が生まれるなど、健康寿命の長期化に社会的関心が高まる中で、
今後、経営者が現役で活躍する年齢は高まっていくものと考えられます。そのような中、社長
（代表者）は、経営者としていつ頃まで現役を続けたいとお考えですか。

（単位：％）
問1

問2

社長（代表者）は、今後の10年先の自社の経営について、どのように展望していらっしゃいますか。
併せて、現在の社長（代表者）の年齢階層を選んでお答えください。

【 具体的な年齢の目途がある 】 【 具体的な年齢の目途はない 】

事業拡大　11.6％

現状維持・横ばい
62.2％
現状維持・横ばい
62.2％

事業縮小
8.9％

廃業･事業譲渡予定
5.8％

わからない　11.5％ 20歳代、30歳代 2.2％

40歳代 15.1％

50歳代
20.9％

60歳代
38.7％

70歳代以上
23.1％

40歳代 15.1％

50歳代
20.9％

60歳代
38.7％

70歳代以上
23.1％

80歳以上　9.7％

75～79歳
22.6％

70～74歳
38.7％

65～69歳
19.4％75～79歳

22.6％

70～74歳
38.7％

65～69歳
19.4％

60～64歳 6.4％

60歳未満 3.2％

健康が続く限り
生涯現役
39.2％

後継者に托せるように
なるまでは現役
40.5％

健康が続く限り
生涯現役
39.2％

後継者に托せるように
なるまでは現役
40.5％

生活資金の見通しが
つくまで現役 3.1％

まったく考えていない
17.2％



　業況判断D.Iは4.2、前期比1.4ポイントの悪化
　項目別では、売上額判断D.Iが5.6と前期比横這い、収益判断D.Iは0.0と同9.7ポイント低下しました。
また、前年同期比売上額判断D.Iは5.6、前期比1.4ポイント改善、同収益判断D.Iは2.8、同1.4ポイント低下
しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.5と前期比1.1ポイント改善し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは11.3と前期比5.7ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が19.7％（前期34.7％）、「予定あり」が19.7％（前期23.6％）を示
しています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.7％（前期16.7％）となりました。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣が25.4％、「人手不足」が23.9％、「売上の停滞・減少」が
22.5％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは1.4、当期実績比2.8ポイン
ト低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比2.9ポイン
ト、収益判断D.Iでも同4.2ポイント改善を見込んでい
ます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比1.4ポイン
ト低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比1.4ポイント改善、残業時間D.Iは同5.7ポイント減
少の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、  「販路を広げる」が54.9％、
「経費の節減」が52.1％、「人材を確保する」が
29.6％と上位に挙げられました。

原材料価格の上昇に加え、円安の影響による為替差損が収益を圧迫している。
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7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 14.1 80.3  5.6 

 16.9 66.2  16.9 

 11.3 81.7  7.0

 19.7 66.2  14.1  15.5 73.2  11.3 

 
 15.5 70.4  14.1 

 11.3 88.7  0.0 

 7.0 91.6  1.4   

■ 製 造 業 回答企業数71企業（回答率98.6％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

時期

製造業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

 12 3 6 9 12 3 6 9 
16. 17.  18. 

30

20

10

0

△10

△20

△30

問5 「人生100年時代」を見据えて、社長（代表者）は、現役を退いた後の生活イメージについて、
描いているものはありますか。3つ以内で選んでお答えください。

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

家族との時間を過ごす
ボランティア・社会貢献活動

趣味や娯楽
何もせずゆっくり過ごす

技能・ノウハウの次世代への伝承
自己啓発・学び直し
新たに起業する

生涯現役の経営者でいたい（引退しない）
現役を退いても会社に関わりたい

そのときに考える（今は考えていない）

問4 「人生100年時代」を見据えて、社長（代表者）は、個人としてどのような資産管理・運用を
していらっしゃいますか。3つ以内で選んでお答えください。

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

預貯金（円貨）
外貨預金

債券（国債・社債等）
投資信託
株式

不動産
個人年金保険

共済等その他保険商品
仮想通貨

何もしていない

問3 社長（代表者）は、経営者を引退した後の生活資金についてどのようにお考えですか。
最も当てはまるものを1つ選んでお答えください。 （単位：％）

（複数回答：3つ以内）
7.1％

（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48.6％

  0.6％

　1.2％

　　  　　　7.0％

　　　　4.7％

　　　　　  6.7％

　　　　　　　　　　　 13.7％

　　　　　 6.4％

0.0％

　　　　　　　　　 11.1％

　　　　　　　　　　　　　　　24.1％

　  2.7％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31.5％

　　　　　7.1％

　　　　 6.2％

　　 3.8％

0.3％

  1.7％

　　　　　6.7％

　　　　　　　　15.9％

十分だと思う
（49.8％）

まだ不十分だと
思う
（50.2％）

0 10 20 30 40 50

貯蓄・資産がすでに十分
にある 16.9％
貯蓄・資産がすでに十分
にある 16.9％

会社からの退職金が見込める
4.9％

年金・保険
が見込める
6.2％

何とかなる　21.8％

貯蓄・資産が十分
ではない  11.1％
貯蓄・資産が十分
ではない  11.1％

会社からの退職金が見込めない　2.2％
年金・保険が見込めない　1.3％

何となく不安である
15.6％

まだ考えていない 20.0％

引退しない　0.0％
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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業225企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 業況は、卸売業・小売業で改善

7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△1.3、実績比4.0ポイント改善の見込
　来期は、製造業・不動産業を除く、卸売業・小売業・サービス業・建設業で改善を見込んでいます。項目
別では、売上判断D.Iが当期実績比2.6ポイント、収益判断D.Iでも同5.8ポイントの改善を見込んでいます。
尚、販売価格判断D.Iは1.3ポイント低下が見込まれます。雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比1.3ポイント改善、また、残業時間D.Iは1.8ポイントの増加見通しとなっています。
　当面の重点施策でも、 「経費の節減」が50.7％、「販路を広げる」が41.3％、 「人材を確保する」が24.0％
と上位になりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業
の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は
△5.3と、2018年4～6月期(前期)の調査より0.5ポイントマイナス
となり、景況感はわずかに低下しました。
　業種別では、製造業で前期比1.4ポイント、サービス業で同13.4
ポイント、建設業で同0.4ポイント、不動産業で同11.1ポイント低
下しましたが、卸売業で同1.2ポイント、小売業で同11.6ポイント
改善となりました。項目別では、売上判断D.Iが△0.4と前期比1.3
ポイント改善しました。収益判断D.Iは△0.9ポイント低下。また、
前年同期比売上額判断D.Iは△1.8、前期比0.4ポイント改善しまし
た。同収益判断D.Iは△5.3と、2.2ポイント低下しました。
　雇用面では、人手過不足D.Iが△19.1と前期比3.6ポイント改善し
ました。また、前期比残業時間D.Iは1.8ポイント増加しました。借入金の動きや借入難易度では、特に大きな
変化は見られませんでした。経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が34.2％、「売上の停滞・減少」
が27.1％、「人手不足」が21.3％で上位となり、前期とほぼ同様の課題が挙げられました。
　また、特別調査の「経営者としていつ頃まで現役を続けたいとお考えですか」の問に対し、70～74歳まで
が38.7％と最も多く、次いで75～79歳までが22.6％と上位に挙げられました。　（詳しくは8～9ページに掲載してます）
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 30年4～6月 30年7～9月 30年10～12月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断D.Iは、０．５ポイント悪化し△５．３。来期は、４．０ポイント改善し△１．３の見通し。

業況判断D.Iは、１．４ポイント悪化し４．２。来期は、２．８ポイント低下し１．４の見通し。

業況判断D.Iは、１．２ポイント改善し△２０．０。来期は、１６．７ポイント改善し△３．３の見通し。

業況判断D.Iは、１１．６ポイント改善し△２２．５。来期は、２．５ポイント低下し△２５．０の見通し。

業況判断D.Iは、１３．４ポイント悪化し△１６．７。来期は、１６．７ポイント改善し０．０の見通し。

業況判断D.Iは、０．４ポイント悪化し１３．９。来期は、横這いで１３．９の見通し。

業況判断D.Iは、１１．１ポイント悪化し０．０。来期は、１１．１ポイント改善し１１．１の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調
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